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歴史ある京都染織青年団体協議会も本年度で４７期目を

迎えました。いつの時代にも様々な課題があり、苦労や

難局を先輩方が力を合わせて乗り越えてこられたおかげ

で、４５歳以下の若い世代の私たちが、たくさんの課題

に真剣に向き合い、できることを考えて、チャレンジを

する、そんな場があることを心から感謝いたしておりま

す。

　今年度私たちが課題として見つめ直したことは、「担い

手不足」というキーワードでした。長年の問題でありな

がらも、状況は悪化の一途を辿る和装に関わる未来の担

い手不足。一方で周りを見ると、危機感を持ち、情熱をもっ

て働く同世代の仲間がたくさんいることに気付きました。

そんな私たちが “今” できることではなにか？深く深く

考えた結果、導き出した取り組みの一つが、私たちが日々

情熱を注いで「働いている」というリアルを一人でも多

くの方にお伝えすることでした。

　こうした想いから、今年度のスローガンは「つたえる

　つながる　つよくなる」にいたしました。日々の仕事

において、自らの未熟さや、将来への様々な不安を抱え

ながらも、前向きにひたむきに仕事に向き合う私たち。

だからこそ、伝えられることがあるはず。そして今だか

らこそ、より多くの方にしっかりと伝えられる手法があ

るはず、と模索した一年となりました。

　まず、取り組むべきことは「つたえる」こと。そのた

めには、自社の特徴を明確にしなければなりません。自

社を知るには他社を知ること。普段のつながりを越えた

京都染織青年団体協議会ならではの交流を通して、自社

の強みや、こだわりなどを見つめ直しました。染織協議

会初の取り組みとなった音声による SNS の活用、協議会

ポットキャスト「きょうと　きものと　しごと」はその

取り組みの一つです。想像を超える多くの方にご拝聴い

ただけたことはとても嬉しく思っております。これから

も残る貴重なアーカイブになったと感じております。

　そして、次に大切なことは「つながる」こと。オンラ

インでの繋がりを活用しながらも、「リアルに会える」

場をつくることにいたしました。その名も「令和のきも

のの仕事展」。きものに関わる技法や、製品だけを紹介す

るのではなく、あくまでも「仕事」に焦点をあてて、ど

のような想いで仕事に励んでいるのか、どんなことで怒

られ、悩んできたのか、私たちのありのままの気持ちを

伝えること。そしてリアルの場で多くの方に何か少しで

も感じていただくことを狙いといたしました。

　私たちが手にした情報は、できるかぎりありのままに、

でも前向きに、パネルとしてお伝えすることを心掛けま

した。例えば、和装業界の売上高に関してよく目にする、

バブルの時はこんなによかったのに、今ではこれだけ…

とならないように、推移を見せるグラフではなく今の数

字だけをお見せいたしました。その結果、これだけ大き

な売上があるのだ、と前向きに捉える方がおられたのが

印象的でした。

　業種業態を超えた１１社の出向者のブースが並ぶ会場

には多くの御来場者様がお越しになり、和装業界内外の

特別ゲストをお迎えしたトークイベントには様々なご質

問が相次ぎ、貴重なご意見をいただくこともございまし

た。

　最後に願ったことは「つよくなる」こと。どんなに良

い商品やサービスがあっても、どんなに美しいものがあっ

ても、強くなければ生き残ることはできません。そして

それはある仕事だけ、ある企業だけ、ある人だけでは成

り立ちません。互いの違いを認め合い、そしてリスペク

トを持った人による分業があるからこそ、強い着物の世

界が作れるのだと感じております。

　たった 1 年の活動は、細い細い糸のようなわずかな存

在であると思います。けれどその糸はとても強く。とて

も長く。美しい輝きのあるもの。これまで続いてきた４

６年の京都染織青年団体協議会の活動の功績に加えて、

また一つ織りあげられたものになっていればと願ってお

ります。

　記念すべき５０年という節目を前に、さらに京都染織

青年団体協議会が維持発展をしていくことを願っており

ます。
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令和のきもののしごと展

開催日時：２０２５年２月２１日（金）・２２日（土）

　　　　　１１：００〜１７：００

会場：玄想庵（京都市下京区扇酒屋町３０１）

PROJECT
「令和のきもののしごと展」

令和六年度和装振興事業

運営｜ツドイ／デザイン｜ZKMK ／会場写真｜進士三紗

本事業の目的は、きものの「仕事」を広く・深く、多く

の方につたえる事。

　古くは京都という街には「糸へん」という言葉で表現

される染織に関わる方がたくさんおられ、仕事に従事さ

れていました。しかし令和においては、染織の仕事に関

わる方も減少し、きものが生活から少し遠い存在になっ

ているように感じる方も多いのではないでしょうか。も

しかすると、きものの仕事は、縁遠いもの、堅苦しい世界、

特別な人だけが働いている？そんな風にとらえられてい

るのかもしれません。でも実際は決してそうではありま

せん。他のお仕事と何ら変わらない「きものの仕事」の

リアルを知っていただきたい、そう感じて開催をいたし

ました。

　想定するお客様も、当初は仕事を探している学生の皆

様としておりました。ただ、協議を進める中で、着物の

世界で働く人にも、更に広い仕事があることを知っても

らいたい。文化伝統で共通する課題をもった工芸やもの

づくりの方にも来てもらいたい。近所の方やご自身の子

供たちにも、私たちはこんな仕事をしてるんだよと伝え

たい。そんな広がりがでてまいりました。

　私たちからの発信の方法としては３つを選択しました。

〈1〉業界をできる限り俯瞰した情報をきちんと整理して

パネルとしてお伝えすること。〈2〉染織協議会に出向し

ている１１社の企業ブースをつくり、実際に着物の世界

を支え、働く皆さんの日々のお仕事やこだわり、さらに

は横のつながりを知ってもらうこと。〈3〉ゲストスピー

カーをお迎えした座談会を設けて、立場を越えて、率直

な意見を交わしながら、きものの未来に向けた前向きな

議論を行うこと。

　会場を探す中では、全国の紬を取り扱う問屋さんがコ

ロナ禍に新しくレンタルスペースとして貸し出しを始め

られた「玄想案」とのご縁がありました。長く京都の街

中で糸へんの仕事を支えてきた趣のある空間で賑わいの

ある空間を作りたい。会場の大きさも考慮して、御来場

の目標は２日間で２００名と設定をいたしました。

　どれだけよいイベントであってもお客様に知ってもら

わなければご来場いただけません。本事業の告知にも多

くの方のご協力をいただきました。京都和装産業振興財

団の皆様には共催としてバックアップをしていただきま

した。京都府、京都市には、構想段階から趣旨にご理解

くださり、ご後援を頂戴いたしました。そのご縁で、京

都市営地下鉄の３１駅にて、本事業のポスターの掲示す

ることができました。THE COMPE きものと帯でご縁を

いただいた大学の先生方やご協賛いただきました９４社

の企業様からの口コミの影響は大きくご来場に結びつき

ました。ポットキャストでの告知に加えて、Instagram

による広告や、PR TIMES でのプレスリリースなど、SNS

を通じた告知は今後の活動の参考になりました。初日に

は京都新聞や KBS 京都という地元に根付いたメディアか

らの取材もあり、２日目の御来場のきっかけになったと

いうお方もおられました。最終的には、受付にご用意し

たご芳名帳には３２１名ものお名前が記されており、事

業の成功にほっといたした次第です。

　アンケートとして皆様から頂いた貴重な声は誌面の都

合上、一部しかご紹介はできませんが、しっかりと大切

に受け止め、次年度の活動に活かしてまいります。ご協

力いただきました多くの皆様のあたたかいご支援に心か

ら感謝申し上げます。
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「きょうと きものと しごと」

ポッドキャスト

デザイン｜ZKMK ／ BGM｜Masahiko Takeda

きものの仕事の魅力をありのまま伝える中で、「着物の世界で働きたい！」とい

うお方が一人でも生まれたらいいな…と思って始めたのが、音声による情報発

信でした。出向者の中にポットキャストの配信をされた経験がある方がおられ、

このアイデアが生まれました。

　仕事終わりに、特設のスタジオやときには西陣の会社にて、染織協議会のメ

ンバーを中心としながら、ゲストをお招きして、よなよな話を繰り広げました。

　今まで知っていたようで知らなかった同じ業界の周りの方の仕事のこだわり

や、苦労や悩み、共通する課題感などが次々と出てくる結果に。「喫茶店に座っ

てのんびりしているときに隣のテーブルから聞こえてくる面白い話」。そんな気

軽な気持ちで聴いていただけるような内容です。引き続き、配信中ですので是

非お聞きください。
△ポッドキャスト カバーイメージ

事業告知ポスター△

◁P
odcast U

R
L

本事業の目的は、きものの「仕事」を広く・深く、多く

の方につたえる事。

　古くは京都という街には「糸へん」という言葉で表現

される染織に関わる方がたくさんおられ、仕事に従事さ

れていました。しかし令和においては、染織の仕事に関

わる方も減少し、きものが生活から少し遠い存在になっ

ているように感じる方も多いのではないでしょうか。も

しかすると、きものの仕事は、縁遠いもの、堅苦しい世界、

特別な人だけが働いている？そんな風にとらえられてい

るのかもしれません。でも実際は決してそうではありま

せん。他のお仕事と何ら変わらない「きものの仕事」の

リアルを知っていただきたい、そう感じて開催をいたし

ました。

　想定するお客様も、当初は仕事を探している学生の皆

様としておりました。ただ、協議を進める中で、着物の

世界で働く人にも、更に広い仕事があることを知っても

らいたい。文化伝統で共通する課題をもった工芸やもの

づくりの方にも来てもらいたい。近所の方やご自身の子

供たちにも、私たちはこんな仕事をしてるんだよと伝え

たい。そんな広がりがでてまいりました。

　私たちからの発信の方法としては３つを選択しました。

〈1〉業界をできる限り俯瞰した情報をきちんと整理して

パネルとしてお伝えすること。〈2〉染織協議会に出向し

ている１１社の企業ブースをつくり、実際に着物の世界

を支え、働く皆さんの日々のお仕事やこだわり、さらに

は横のつながりを知ってもらうこと。〈3〉ゲストスピー

カーをお迎えした座談会を設けて、立場を越えて、率直

な意見を交わしながら、きものの未来に向けた前向きな

議論を行うこと。

　会場を探す中では、全国の紬を取り扱う問屋さんがコ

ロナ禍に新しくレンタルスペースとして貸し出しを始め

られた「玄想案」とのご縁がありました。長く京都の街

中で糸へんの仕事を支えてきた趣のある空間で賑わいの

ある空間を作りたい。会場の大きさも考慮して、御来場

の目標は２日間で２００名と設定をいたしました。

　どれだけよいイベントであってもお客様に知ってもら

わなければご来場いただけません。本事業の告知にも多

くの方のご協力をいただきました。京都和装産業振興財

団の皆様には共催としてバックアップをしていただきま

した。京都府、京都市には、構想段階から趣旨にご理解

くださり、ご後援を頂戴いたしました。そのご縁で、京

都市営地下鉄の３１駅にて、本事業のポスターの掲示す

ることができました。THE COMPE きものと帯でご縁を

いただいた大学の先生方やご協賛いただきました９４社

の企業様からの口コミの影響は大きくご来場に結びつき

ました。ポットキャストでの告知に加えて、Instagram

による広告や、PR TIMES でのプレスリリースなど、SNS

を通じた告知は今後の活動の参考になりました。初日に

は京都新聞や KBS 京都という地元に根付いたメディアか

らの取材もあり、２日目の御来場のきっかけになったと

いうお方もおられました。最終的には、受付にご用意し

たご芳名帳には３２１名ものお名前が記されており、事

業の成功にほっといたした次第です。

　アンケートとして皆様から頂いた貴重な声は誌面の都

合上、一部しかご紹介はできませんが、しっかりと大切

に受け止め、次年度の活動に活かしてまいります。ご協

力いただきました多くの皆様のあたたかいご支援に心か

ら感謝申し上げます。



主催パネル
A０サイズ５枚

企業パネル
A１サイズ１１枚

ARCHIVES
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来場者ご職業

和装業界で働いている｜２２.９％

和装業界以外で働いている｜３７.１%

週 1 回以上｜１１.４%

年数回程度｜１４.３%

学生｜２５.７％

その他｜１４.３%

年に１回程度｜８.６%

　着物を持っていない、

着たことがない｜１４.３%

満足｜５４.３％

どちらでもない｜１１.４％

月数回程度｜２８.６%

非常に満足｜３４.３％

ほとんど着ない｜２２.９%

キモノの着用頻度

イベントの満足度

明るい未来を作ろうという青年協議会

の熱い志に感動しました。

（６０代・女性）

関係者の方々が、活き活きと取り組ん

でおられた事、そして大変多くのご来

場者が熱心にご参加されていたこと。

（７０代・男性）

きもの業界の具体的な数字や働いて

らっしゃる方のリアルな声がパネルを

通して見れたのがとても良かった。

（２０代・女性）

単なる合同説明会のようなものではな

く、業界内での役割の違いや、業界の

特徴や働き方などがわかりやすく表示

されていた。また各社の特徴や他己分

析や大切にしている考え方もわかり、

参加者にとっては関心度が高まるよう

な内容になっていたと思います。

（３０代・男性）

REVIEW

COMMENTS

来場者アンケートレビュー

頂いたコメント（一部を抜粋）

アンケート回答者３６名



GALLERY
撮影｜進士三紗
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会員大会

鴨川納涼

KIMONOCOMPE 2024
２０２５/３/２７（授賞式）

２０２４/８/３・４

２０２４/６/１３

京都染織青年団体協議会の活動を支えてくだ

さる京都織物卸商業組合青年部、京都呉服青

年会の皆様に加えて、京都府と京都市の行政

のお方、歴代の会長や日々お世話になってい

るお方をお誘いして、「今年度はこんなことを

します！」ということを発表する大切な場。

お着物姿でのご参加いただいた方々と振興を

深め 1 年の計画を相談するひと時となりまし

た。新しい取り組みについて、「ポットキャス

トとは？」と聞きなれないお方もおられたの

で、知っていただくためのデモンストレーショ

ンも行いました。

暑さが厳しい８月は「美しい鴨川で夕涼みを」と始まっ

た鴨川納涼。恒例行事である「友禅流し」を今年度も

京都友禅蒸水洗工業協同組合のご協力により実施し、

美しい景色が蘇りました。あいにく２日目は雨天によ

る中止となりましたが、加盟団体はそれぞれブースを

出展し、第４３期の和装振興事業で制作された浴衣を

着用した出向者が笑顔でお客様をお出迎え。後日、府

外の小学校に通われる５年生の子たちから、どうして

「鴨川に着物を流すのですか？」と可愛らしいご質問も

入り、和装振興の広がりを感じた事業となりました。

一般社団法人京都産業会館が和装振興の一環

として２０１２年から取り組まれてきた本事

業も今年で１０回目を迎えました。京都市内

に立地する大学に通う学生の皆様からきもの

や帯の斬新なデザインを広く公募する非常に

ユニークな取り組みです。今年度、最優秀賞「京

都市長賞」を受賞された有松里恵さんの

「Threef」。このデザインをもとにした着物の

制作に、染織協議会が携わりました。「令和の

きものの仕事展」では有松さんにもご協力い

ただき、学生の自由なデザインから着物が制

作されるまでをポットキャストの公開収録と

して話し合いました。

EVENTS 事業・催し
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CREDIT クレジット

共催：公益財団法人  京都和装産業振興財団

後援：京都府、京都市

協賛団体・協賛企業：

京都織物小売協同組合　京都工芸染匠協同組合　

京染卸商業組合　京都友禅蒸水洗工業協同組合　

京都和装学院振興協議会　西陣帯地青年会　

京都呉服青年会　浅見㈱　染匠あめや藤本　

アトリエいがらし　池田染工㈱　㈲いち川　

一瀬商店　市田ひろみ美容室　㈱一ノ橋　染の一柳　

㈱梅垣織物　辻が花染め工房  絵絞庵　京ごふくゑり善　

㈱衿秀　近江屋㈱　太田和㈱　㈱大塚　大原和服専門学園　

岡山工芸㈱　京都おはりばこ　㈲帯屋捨松　

京のじゅばんや  桂　染の川勝　川村博商店　

お直し処桔梗苑　菊地㈱　㈱きたつみ　

きもの直し総合加工きのした　木村染匠㈱　

京商㈱　室町  京正　㈱京都キモノ・サービス　

京都丸紅㈱　久保商事㈱　染繍工芸  熊谷　

啓明商事㈱　京町屋の貸会場「玄想庵」　

上坂元七商店　三京㈱　三興染工　ギャラリー紫織庵　

紫絋㈱　篠田商事㈱　㈱織楽浅野　㈱白木染匠　

㈱盡政　㈱京染せい山　㈱関谷染色　小紋屋髙田勝　

京友禅  髙橋啓　㈱多ち花　千切屋㈱　㈱千總　

東洋きもの専門学校　㈲兎優染房　外市㈱　

工芸染匠  成謙　㈱に志田　野口㈱　㈱パールトーン　

㈱長谷川　服部和子きもの学院　㈱菱健　

㈱日根野勝治郎商店　平林きもの浸落店　㈱広海　

藤井絞　㈲藤沢刺繡　㈱細尾　㈱西陣まいづる　

㈱増盛　㈱桝屋高尾　丸池藤井㈱　㈱丸装　

丸太遠藤　万葉染織㈱　宮井㈱　㈱美和　

㈲村山刺繍店　㈱矢代仁　ヤマキ織物㈱　

やまと㈱　洛陽織物㈱　友禅のりんとう　

㈱ロマンス小杉　和光㈱　紐の渡敬　渡文㈱
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